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科目 講評 

文章理解 現代文：５題の出題であったが，１題が下線部解釈的な要素を含む問題で，それを内容把握として内容把握

３題，文章整序１題，空欄補充１題という例年通りの問題構成となっている。空欄補充問題がやや難易度

が高く，てこずった人がいたかもしれない。 

英文：問題数は例年通り３題であった。ただし今年は，十数年ぶりに下線部解釈問題が出題され，内容把握

２題と下線部解釈１題という構成となった。文章は時事性の低い文章となり，３題とも一般的な説明文と

なっている。 

数的処理 判断推理：６問出題。全体的に比較的手ごたえのある問題だった。対応関係，推理などが多く出題され，定
番の論理や試合の問題が出題されなかった。 

図形：３問出題。昨年に続いて軌跡が出題された。展開図は正十二面体が出題されたので，多くの受験生は

戸惑ったかもしれない。 

数的推理：全体的に比較的簡単な問題が出題された。昨年は２問出題された確率が出題されなかった。 

資料解釈：３問出題。№23 はグラフを見れば特に計算を必要とせずに正解を導くことができただろう。№24

は若干難しく感じたかもしれない。№25 は少し計算すればすぐに正解を求めることができる。 

自然科学 数学：２次関数と式と計算という，数学では定番の分野からの出題だった。基本どおりで，正解を導くこと

ができるだろう。 

物理：かなり地学よりの分野からの出題で，普通の物理の問題を予想していた受験生は戸惑ったと思う。地

学にも慣れていれば、問題自体は難しくない。 

化学：鉄に関する問題と，電気分解の問題だった。鉄鉱石の化学式は若干難しかったと思う。 

生物：生態系と系統分類の問題だった。系統分類の問題は，かなり細かい知識まで問われており，正解を出

すのは難しかったと思う。 

地学：フェーン現象と，日の出日の入りに関する問題だった。フェーン現象は基本的な計算問題，日の出日

の入りについては，日本地理の知識がなければ難しかっただろう。 

人文科学 思想：№36 の社会契約説の出題は，説明文と思想家名を対応させる形式であり，キーワードの暗記で対応で

きる平易なものであった。№37 の江戸時代から明治時代にかけての日本の思想家に関する出題は，各思想

家に関する記述の正誤を問う形のものであり，植木枝盛，西周，森鴎外などが含まれ混乱を誘うようにな

っているが，正解自体は内村鑑三に関するものであった。 

文芸：日本文学は基本問題で，流行になっている司馬遼太郎が出た。しかし，№39 のミュージカルの問題は

少し難しかったと思う。過去にもミュージカルの出題があったので，浅く広く教養を身につけるとよい。

日本史：№40 の幕末史は大河ドラマの影響を受けたものだろう。極めて基本問題である。№41 の原始古代は

珍しい。少し言葉尻が細かかったので迷った人もいただろうが，キーワードで解けるはずだ。 

世界史：近世のヨーロッパに関する問題は，肢１・肢３・肢４は基本事項で選択肢が切れたと思う。肢２に

ついては固有名詞が一部細かかったが，商工業者にはカルヴァン派が受容されたことを理解していれば正

答が導けたと思う。中国と西方との関係は，玄奘の「大唐西域記」がわかれば消去法で正答が導けたと思

う。 

地理：水位の低下や面積の縮小が問題になっているところからアラル海を選択したいが，チョウザメが淡水

魚であることを知らないと難しいものだったかもしれない。日本の輸入品についての問題は，肢４と肢５

までは簡単に絞れたと思うが，カナダから輸入しているものとして小麦を選択できたかどうかが分かれ目

となったであろう。 

社会科学 政治：政治・法学系３問は，憲法から人権と統治，政治から大統領制が出題されたが，総じて基本レベルの

問題であった。 

経済：２問が経済事情・経済動向を問うものであり，理論問題が１問出題された。理論問題は，公務員の教

養試験の頻出論点ではないが，落ち着いて考えれば正解を見つけられると考えられる。 

社会：社会学から１問，社会事情から３問という構成であった。社会学については，標準的な問題であった

が，消費者保護，循環型社会，生涯学習からなる社会事情については，いずれも難問といってよく，自信

のあるもの以外は選択から外すのが得策である。 
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※この問題講評は、ＬＥＣの独自の見解として作成したものです。 

※この問題講評は、2008 年 6 月 22 日(日)17：00 現在のもので、事前の予告なしに変更される場合があります。予めご了

承ください。 

 

 

ＬＥＣ東京リーガルマインド 

ＬＥＣコールセンター：0120-35-5005 

携帯・ＰＨＳからは 03-5913-6001 

(月～金 9：30～20：00／土･日・祝 9：30～17：00) 


